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1 ．は じ め に

　有孔虫 の 中で も，星 砂 に 代表 され る大型

の 有孔虫 は 観察が しやす く，地域に 密着 し

た 教材 と し て 用い る こ とが で きる。ま た
，

大潮 の 時 の 干潮時 に ，ひ ざ程度 の深 さま で

海 に 入 り，砂 を少 しす くっ た だ けで もそ の

砂 の 中に は ，様 々 な種の 有孔 虫が 存在す る

た め
， 採集 も非常に 容易で ある 。

　土橋 ・八 田 （199DD や小 林 （1981 ） 2）

ら の よ うに ，現生 有孔 虫 を教材化 し た 例 も

多数存在す る。有 孔虫 を教材 と し て 用 い る

際に は ，教師 自身 が砂浜 で採集 し て き た 有

孔 虫群の 中に ど の よ うな種名 の 有孔 虫が い

る の か を知 っ て い る こ とが望 ま し い 。

　 そ の た め，著者等は 採集が容易で あ り，

よ く知 られ て い る 有孔 虫，つ ま り現生 有孔

虫 の 中で 最 も授 業 で 用 い や す い 有孔 虫 で あ

る 星砂 ，太 陽や銭 石 な どを紹介 し て き た。

本発表で は，星砂 な ど と とも に 棲息 し て い

る有孔 虫に は ど の よ うな種 が い る の か を紹

介す る 。
つ ま り，教材 と して 用 い る際に種

名 を調 べ る時 の 資料 と して 活用 して い ただ

けれ ば幸い で ある。

2 ．有孔虫に つ い て

　有孔 虫は海洋や汽水域 で 広 く生息す る原

生 生物で あ る 。正 確 に は 原生 生物界有 毛根

足虫 門根足虫綱有孔虫 目に属す る。現生 の

有孔虫で は普通は 1　mm 以 下の 大きさの もの

が 多い 。鹿児島県 の 種 f’島や屋 久島以 南の

浅海 には ， 星砂 な ど の 大 型有孔 虫 と呼ばれ

て い る有孔 虫 が 多く ，
1   以L の 大 き さ で

ある 。 本論 で扱 う多く の 種 は ， 成 体で 0．2

〜 0．5mm程度 の 種 が 多い
。

　本論で は便宜上
，

1   以 上 の 有孔 虫 を大

型有孔 虫 と呼 ぶ こ と とす る 。

3 ，星砂 につ い て

　ホ シ ズナ と い う名 前 は和名で あ り， 学名

｝ま　Baculogypsina　sphaeru ！ate 　（Parker 　＆

Jones）と い う。 そ の 名 が 示す よ うに ， 星形

を し て い る 。

一般的に星砂 と呼 ばれ て い る

も の は砂 浜 に 打 ち上 げ られ て い る も の で あ

る が
，

こ れ は B∂ culogypsina の 殻で あ り ，

BaculogJ｛psina が 死 ん だ後 に ，原 生生物 の

原形質が な くな っ た もの で あ る。分布の 北

限は 鹿児島県の 種 予 島あた りま で とな っ て

い る D3

）

　市販 され て い る
“
星 の砂

”
の瓶 の 中に は

「ホ シ ズ ナ 」だ け で な く，太陽砂 （Calcarina

属）や銭石 （Uarginoρora 属） も含まれ て

い る 。

3 ．研究 の 方法

  　試料 の 採取

　本論で 用 い た有孔 虫は，沖縄県 の 硫黄鳥

島 と鹿児島県 の 奄美大島北部で 採取を した。

試料 の 採取は硫黄鳥島で は平成 19 年 6 ∫F］

19 〜 21 日，奄美大島で は平成 21 年 3 月 26

〜28 日の 間に行 っ た。採取方法 は硫黄鳥島
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で は大潮の 干潮時に約 1．5m，奄美大島で は

約 50cm の 水深 の 海底 で礫 などをこす る，海

藻 か らふ る い 落 とす とい っ た方法で 行 っ た。

採集 した試料は， ロ
ーズベ ン ガ ル 法に よ る

処理 をす ぐに ほ どこ した。

  有孔 虫の 摘出

　乾燥 させ た試料 は，二 分法で 分 け，双眼実

体顕微鏡 で検鏡 ・摘出を行 っ た。摘出は 200

個体法 に基づ い て摘出 した。

  　有孔 虫の 保存

　 摘出 した 有孔虫は フ ォ
ーナル ス ライ ド ヒ

に ， 生体 ・遺骸 を判断 し た後 に 同 じ種 ご と

に分け，タラカ ン トゴ ム で 接着 固定 し た。

  有孔 虫 の 属 の 判定

　 顕微鏡で観察や 顕微鏡撮影 した写真 を文

献
4 ） 5 ） 6 ｝ 7 ） 8 ） と比較 ・照合する こ と に よ

り，種又 は属の レベ ル で判 定を行 っ た。

4 ．産出状況

　 産 出状 況 をみ る と，大型 有孔 虫 で は ，

Bacu／ogypsina 　s ρhaerulatθ ，　 Amphistθgina

属，Ca／o ∂r ゴz1∂ 属，　ffe　t　eros 亡θ9 ／na （fepress∂，

A［
00rO 　t∂lia　calC ∂r，　 Pθnerop ／is　p／ana 　tus，

な どが産 出 され て い る 。 小型 有孔 虫で は ，

610bigθrinOides 　ruber ，　 Cymb∂10ρor θtta

属 ， Ouinque／Oci ！lin∂ 属，　 SpirolOculina

corruga 　ta ， 衄
’
liolinθlla　 Ci

’
rculalis ，

Margi1コopora 　 vert θbralis な どが産 出 され

た 。 主な有孔 虫 の 写真は Plate に載せ た。

　 詳 しい 産出状況 は表 1 の よ うに なっ て い

る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation　of 　Plate
Figs．1

，
2Bacu ．／ogypsina 　 sphaerulata 　（ホ シ ズナ ）

Figs．3−5　Neorot∂ノゴ∂　o∂ノo∂r 　（Calc∂「in∂

Figs ．6
，
7　Pen 　erop ノゴ5 ρ1∂ na 　tus

Fig．11　1たeterost θgin∂　｛ノbp「θss ∂

Figs ．15−17　．4卯 ／〜isteg〆na 　r ∂ o
厂

ノ∂ 亡θ

Figs．20
，
21　6ンノηわ∂ノρρ01

『
θ tta　∠）rady ゴ

Figs．23−25　1坊
’
」〜ゴolin θ11a　oircu ノヨ ノis

Figs．27， 28　0u∫n （1z1θノoo ロノゴη∂　f
’
lrnafutiensゴs

ca ／car と分類 される こ ともある。）
Figs ．8−10　Ca！carin ∂ gaudic カaudii

Figs．12−14　Calcarゴn ∂ 　defrancゴi

Figs．18，19　 Amphi
’
st θgina 　iobifera

Fig，22　Globゴgetマゴnoides 「ube 「

Fig．26　Spiroloeuli／la 　corruga 　ta

表 1

種名　　 　　　 　　　 取地 採取地 ab C d e f

Amphistegina 　lobifera 　（Larsen，1976） 13 28 31 25 44 12

Amphistegina　radiata 9 3 18 5 3 0

Amphistegina　sp ． 0 0 0 0 4 13

Baculogypsina 　sphaerulata 2 34 15 92 17 19

Baculogypsinoides 0 1 0 0 0 0
NeorQtalia 　calca 「 7 8 17 ． 13 4 62

Calcarina　defrancii 12 3 9 0 92 48

Calcarina 　gaudichaudii 12 48 7 47 22 34

Calcarina 　spengleri 6 0 8 0 0 0

τriOCUlina 　triCarinata 0 4 0 0 0 0

Clbicides　sp ． 4 0 0 1 0 4

Cymbaloporetta 　bradyi 7 11 21 1 0 0

Cymbaloporetta　plana 5 4 3 0 0 0

Elphidium 　crispum （LINNAEUS ） 11 2 13 3 2 0
Elphidium 　subgranulosum 2 2 2 0 0 0

ReUSSella　aCUleata 0 0 1 0 0 6

GlobigerinQides　ruber 1 1 9 0 0 2
Heterostegina　depressa 0 0 0 0 1 0

Miliolinella 　circulall ．s 7 0 3 0 0 11

MarginoPora 　ve 「teb 「 alis 4 2 0 0 0 0

Parasorites 　orbitolitoides 　（Hofker ） 1 0 1 0 8 0

Peneroplis 　pertusus 4 2 1 3 0 0
Peneroplis　planatus 64 31 18 12 0 0
Dendritina　sp ． 7 1 4 0 0 0

P⊥anorbuli ．na 　sp ． 1 0 7 0 6 0

Quinqueloculina　sp ． 54 24 49 5 2 2

Rugobolivillella 　e ！egans 0 0 0 0 1 0

Sorites 　orb 正cularis 　（Forska1） 0 0 0 0 1 2
SPiroloculina　corrugata 0 0 5 2 0 1
Vertebralina 　striata 1 0 8 0 0 0

WieSnerella 　aUriCUlate 1 0 0 0 0 0

Textularia 　sp 2 0 3 1 0 1

そ の 他 10 11 2 11 14 7
Total 247 220 255 221 221224

採取地 a ：奄美大島 神 ノ子
．
西 500m ，

　 b ：奄美大 島 笠 利屋仁，　 c ：

北東 笠利崎，e ： 硫黄鳥島　東沖 10m ，　 f ： 硫黄鳥島　波止場左

奄美空港北端，d ： 奄美大島
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